
歴史・文化セミナーのご案内
近畿文化会企画・歴史街道倶楽部協力

0120-106-718近鉄文化サロン

阿倍野まで

掲載講座
専用

フリーダイヤル
※携帯・ＰＨＳ等、一部の電話からはご利用いただけません。

［その他のお問合せ・お申込みは］電 話（06）6625-1771
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【講 師】

【時 間】

【受 講 料】

.
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※各講座とも、当日の教室での受付は講座開始の３０分前からです。※価格は、消費税を含んだ金額を表示しています。また、割引の併用はできません。

２０２５年８月～１０月

文化会会員様のお申込み・お問合せは

（06）6775-3686TEL近畿文化会事務局

文化会会員様のお申込み・お問合せは

（06）6775-3686

お寄せいただいた個人情報は、申込者へ

の連絡、発送、集計のみに使用し、それ

以外の利用はいたしません。

（０６）６６２５－１７７１
〒545-0052 大阪市阿倍野区阿倍野筋2-1-40 and4階
〔受付時間〕10：00～19：00 （日曜日10：00～16：00）

※9：45～10：00までにご入館の方は東入口をご利用ください。

※休業日：7/29(火)、8/11(月・祝)～8/15(金)、8/30(土)・8/31(日)は、
受付業務を休ませていただきます。

[受講のお申込みは]

●事前にご予約のうえ、実施日の５日前までにご入金手続きをお済ませ

ください。

●近鉄文化サロンホームページからご入会・ご入金いただけます。

※WEBでお手続きの場合、入会金無料で会員登録ができ、1回につき

会員価格からさらに500円割引でご受講いただけます。

●各講座とも満員になり次第締め切らせていただきます。

※ただし、一定の人数に満たない場合は、講座を中止させていただくこと

もございます。

WEBでご予約から入金までできるようになりました
お問合せ・お申込みは 「近鉄文化サロン阿倍野」
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近畿文化会会員様・歴史街道倶楽部会員様は、
会員カードご提示で会員価格にて承ります。

※セミナーのお申込みの受付は、7月１日(火)から開始します。 WEBからのお申込みがお得です。

＜WEB＞でのご入金
・・・1回のお申込みにつき500円割引

＜店頭＞9月1日 (月) までのご入金

・・・300円割引

＜WEB＞でのご入金
・・・1回のお申込みにつき500円割引

＜店頭＞7月28日 (月) までのご入金

・・・300円割引

有岡（伊丹）城主 荒木村重の実像と
その城郭の謎を解く

推古天皇と厩戸皇子
～なぜ女帝が登場したのか～

京都女子大学
名誉教授 瀧浪 貞子

13：30〜15：00

会員2,200円、一般2,750円

【講 師】

【時 間】

【受 講 料】

天理大学 人文学部
教授 天野 忠幸

13：30〜15：00

会員2,200円、一般2,750円

正倉院展の歴史と今年の見どころ 【講 師】

【時 間】

【受 講 料】

和歌山県立博物館
館長 関根 俊一

13：30〜15：00

会員2,200円、一般2,750円

＜WEB＞でのご入金
・・・1回のお申込みにつき500円割引

＜店頭＞9月29日 (月) までのご入金

・・・300円割引

うまやと

荒木村重は織田信長に仕え、摂津一国の国主へと出世しました。
しかし、羽柴秀吉との出世争いに敗れ、やがて信長に背きます。
そうした村重は有岡（JR伊丹駅）・尼崎（阪神大物駅）・花熊
（阪急花隈駅）に籠城し、織田軍団を２年弱に渡り翻弄します。
そうした村重の挙兵から見る、信長家臣団の意外な「欠陥」や、
こうした長期戦を可能にした社会の変化を読み解きます。

推古女帝が即位して以来、飛鳥時代から奈良時代にかけて､６人
８代の女帝（推古、皇極・斉明、持統、元明、元正、孝謙・称徳）
が集中的に登場しました。世界史的にみても例のないことです。
推古は「中継ぎ役」として要請された女帝で､実権を持つことがな
く､その後の女帝の立場を形作ったと理解されることが多いのです
が､実際には内外の政治問題を積極的に処理するなど、重要な役割
を果たしました。なぜ推古女帝が要請されたのか。推古の生涯を
たどりながら､女帝誕生の経緯を解き明かしていきたいと思います。

「正倉院展」は、終戦の翌年､昭和21年（1946）に第1回が開催
され､今秋第77回となる。その間、3回の東京開催があり、これを
加えると今回は都合80回目である。戦後80年の今年、まさに「正
倉院展」は戦後のわが国にあって、今日まで連綿と続けられてき
た稀有な展覧会でもある。今回の講座では、終戦をはさんで「正
倉院展」が開催されるに至った事情にも言及したうえ、本年度の
「正倉院展」の出陳品と見どころについてお話ししたい。


